A supplement to On "Kamakura Ozoshi" (鎌倉大草紙), recently acquired by the Library by 田口 寛
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
新
収
『
鎌
倉
大
草
紙
』
六
冊
本
（
仮
称
）
に
つ
い
て
述
べ
た
、
本
誌
前
号
収
載
の
上
記
拙
稿
に
補
足
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
近
時
管
見
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
四
月
に
近
藤
活
版
所
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
史
籍
集
覧
』
（
初
版
）
所
収
『
校本

　
鎌
倉
大
草
紙
』
全
二
冊
の
中
、
第
二
冊
末
尾
に
あ
る
付
録
的
部
分
全
四
丁
の
第
一
丁
（
第
二
冊
全
体
の
中
で
は
第
三
一
丁
）
オ
モ
テ
に
記
さ
れ
て
い
る
一
文
（
著
者
未
詳
、
発
行
者
の
近
藤
瓶
城
（
一
八
三
二
〜
一
九
〇
一
）
か
）
に
は
、
六
冊
本
が
間
接
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
一
文
で
あ
る
（
句
読
点
・
括
弧
を
付
し
漢
字
を
通
行
字
体
に
改
め
た
）。
塙
氏
所
蔵
類
従
本
ニ
朱
字
ノ
書
入
レ
ア
リ
。
跋
文
、「
右
、
薄
斎
春
村
ノ
本
ヲ
以
テ
校
正
了
。
春
村
蔵
本
ハ
、
水
野
則
祐
ノ
蔵
本
、
寛
延
四
年
ニ
書
写
シ
タ
ル
本
ヲ
以
テ
写
タ
ル
也
。
則
祐
ノ
蔵
本
、
今
上
野
国
緑
野
郡
藤
岡
ノ
人
富
田
永
世
所
持
ス
ト
云
ヘ
リ
。
水
野
則
祐
ハ
近
キ
頃
迄
石
浜
ニ
住
メ
リ
水
野
平
八
カ
祖
也
」
ト
ア
リ
テ
、
左
ノ
序
ヲ
録
シ
テ
異
字
ヲ
行
間
ニ
書
入
レ
タ
リ
。
（
マ
マ
）
※
原
本
で
は
以
下
、
序
の
本
文
と
異
本
注
の
列
記
。
　
上
記
一
文
の
、「
塙
氏
所
蔵
類
従
本
」
の
「
校
正
」
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
「
薄
斎
春
村
ノ
本
」「
春
村
蔵
本
」
と
は
国
学
院
大
学
図
書
―　　―
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
五
一
号
「 
　『
鎌
倉
大
草
紙
』
に
つ
い
て
」
補
説
田　
口　
　
　
寛
早
稲
田
大
学
図
書
館
新
収
館
蔵
黒
川
春
村
旧
蔵
本
を
指
し
、
そ
の
親
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
水
野
則
祐
ノ
蔵
本
」「
寛
延
四
年
ニ
書
写
シ
タ
ル
本
」（
傍
線
部
、
稿
者
に
よ
る
）
が
本
館
新
収
の
六
冊
本
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。
所
持
者
に
つ
い
て
な
ど
の
詳
細
は
上
記
拙
稿
を
ご
参
照
願
い
た
い
が
、『
史
籍
集
覧
』
の
刊
行
流
布
に
よ
っ
て
、
六
冊
本
の
存
在
自
体
は
少
な
か
ら
ぬ
人
々
に
知
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
但
し
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
七
月
刊
行
の
『
改
定　
史
籍
集
覧
』
第
五
冊
（
発
行
所
同
じ
）
に
は
付
録
的
部
分
が
存
在
し
な
い
た
め
、
こ
の
一
文
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
※
な
お
、
藤
野
古
白
旧
蔵
本
（
藤
野
本
）
と
の
関
係
で
言
及
し
た
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
、
旧
蔵
者
を
「
渡
辺
青
洲
」（
青
洲
文
庫
主
。
本
名
渡
辺
信
）
と
記
し
た
が
、
正
し
く
は
別
人
の
「
渡
部
信
」（
渡
部
文
庫
主
）
で
あ
る
。
従
っ
て
伝
本
略
称
「
渡
辺
本
」
も
正
し
く
は
全
て
「
渡
部
本
」
で
あ
る
。
論
旨
に
は
変
更
な
い
が
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
。
（
た
ぐ
ち　
ひ
ろ
し　
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
学
）
―　　―
